
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 6 月 23 日（金曜日） 

令和 5 年度出合校区協議会・スポーツクラブ 21 であい総会 開

催 

令和 5 年度出合校区協議会総会 

令和 5 年度スポーツクラブ 21 であい総会 

出合コミュニティスポーツセンター体育館におきまして、総会を開催しました。 

５８名（委任状含む）の出席をいただき、議長に上田史朗氏を選任、皆様の協力を

得ながら令和４年度事業報告、決算報告、役員改選、令和５年度事業計画、予算等

各議案すべて原案のとおり承認していただきました。前田新会長を中心に令和５年

度がスタートする運びとなりました。(内容はであいの里広報で随時お知らせします。) 

              

 

 

 

新会長あいさつ 前田高志 
★ ★ ★ 事務局長 あいさつ ★ ★ ★ 

今年の６月から、出合校区協議会の事務局

長としてお世話になっています三島です。事

務局長という重責に見合う仕事ができるかわか

りませんが、先輩方の助言を頂きながら少しで

も皆様のお役にたてるよう務めてまいりますの

で宜しくお願いします。 事務局長 三島導一 

裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い 

 

 

 

令和⒌年 7 月 15 日 (2023 年)  №159 

出合校区協議会(であいの里)  兵庫県養父市出合 249 

Tel 079-667-8020・Fax079-667-8022 

http://www.deaikyo.com/(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ) 

facebook 出合校区協議会検索 

関宮学園 3 年生の活動 

7月 1日(土)関宮学園３年生

２２名と保護者のみなさんが、

轟大根の種まき体験を済ませ

たあと、出合ｺﾐｽﾎﾟ体育館でド

ッジボールを楽しみました。

梅雨の最中でしたがちょうど

その日は曇り空、よかったね！ 

新役員から令和５度事業計画案を提案 

大雨が降ったかと思うと、盛夏の如く３０℃を超える 

日々が続き体調を崩し易い日々が続いておりますが、 

皆様におかれましてはご健勝にてお過ごしのこととお慶び申し上げます。 

改めまして、皆様こんにちは。出合校区協議会の新会長という大役を仰せつかり 

ました、川原場区長の前田高志でございます。 

私よりも経験豊富でいらっしゃる、区長様方々の中で私が会長職を賜りました。 

心許せる三島事務局長を迎え、校区の皆様全員を対象に新規事業等も、精力的に

取り組みたいと思います。目的思考に立ちクオリティーの高い事が、出来ます様に

全力で邁進致します。 

当然 新米会長のことでございます米田前会長の御助言、各部会の皆様はもとより

校区民お一人お一人のご協力が無ければ、成しえる事ではございません。 

皆様方のご協力を心底お願い致しまして、ご挨拶と致します。 

 

 関宮学園トピックス  
 

Ｓ１グランプリ  

関学版Ｍ１、Ｓ１グランプリを行 

いました。我こそはと思う１～６年 

生の子どもたちがステージで芸を繰り広げました。 

今年は、11 月３日(金)の関宮学園文化祭の幕間

コントに５・６年生の子どもたちもチャレン 

ジできればと思います。 
関宮学園 HP 
http://yabuboard.ed.jp/sekinomiyagakuen/ 

今年度の出合校区協議会の重点項目でもあります、買物支援事

業の取り組みとして、７月５・７日の二日間、試験的に実施しました。 

今回実施した状況を基に意見集約し改善しながら継続していけれ

ばと考えています。ご意見ご要望など何でもお知らせください。 

       160 分 

 

7/5 区 購買人数 7/7 区 購買人数

1 であいの里 10 50 8 1 出合 11 30 9

2 小路頃 11 25 4 2 安井 11 45 14

3 川原場 11 49 6 3 鵜縄 12 32 9

4 葛畑 12 31 9 4 轟 13 05 6

5 別宮 13 5 8 合計 38

合計 35

　

100分

時間（着） 時間（着）

120分

小路頃

川原場 葛畑 別宮

出合

安井

鵜縄

轟

      120 分 

 主な事業計画等・  

7 月 15 日(土)地域づくり男女共同参画研 

修会.養父公民館.会長.事務局長 

7 月 18 日(火)自治振興部会 

7 月 20 日(木)文化部会, 

せきのみやふれあいまﾃﾝﾄ村打合せ 関宮 

7 月 21 日(金)市自治組織連絡協議 

会.八鹿 YB ﾌｧﾌﾞ事務局長 

7 月 23 日(日) 市体力測定会 9:00 受付 

7 月 26 日(水)出会いカフェ 

7 月 29 日(土)環境安全部会であいの里清掃作業 

8 月 1 日(火)せふまつり実行委員会 関宮/会長 

 主な活動経過等・  

6 月 20 日(火) 関宮県道改修期成同盟会総会 関宮地域局 

6 月 21 日(水)ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ事前打合せ 

6 月 23 日（金）出合校区協会・S21 であい総会 

6 月 26 日(月)食品衛生巡回指導 

6 月 27 日(火)ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ体育館 29 人 

6 月 28 日(水)出会いカフェ 

せきのみやふれあいまつり実行委員会 関宮 会長 

6 月 30 日(金)関宮文化祭実行委員会 関宮 会長 

7 月 3 日(月)きゅうり初入荷(月水金に受) 

7 月 3・4 日(月) 大根入荷 野菜乾燥機試運転 

M ﾊﾞﾘｭｰ移動販売(テスト販売) 

7 月 5 日(水)（1)小.川.葛.別 

7 日(金) (2)出.安.鵜.轟 

7 月 5 日(水)健康福祉部会 環境安全部会 

 食品衛生講習会 関宮 加工部会長 

7 月 6 日(木)ｽﾎﾟｰﾂ 21 市連協 八鹿 会長 

7 月 7 日(金)JA 関宮ふれあい委員会 加工 1 

7 月 12 日(水) 市 D ﾌｧｰｽﾄ課より 

血圧.体重.脈拍等測定器設置 

7 月 13 日(木)健康ひょうご総会・研修会 

  長寿の郷 会長 西村推進員 

       160 分 

7 月 5 日(水)・７日(金) マックスバリュー専用車：8 区で移動

販売 

買 物 支 援 事 業 試験的に実施 

 

http://www.deaikyo.com/
http://yabuboard.ed.jp/sekinomiyagakuen/


 

 

 

   出合小学校はなくなり関宮小学校、関宮中学校の校歌も代々変わっています。一部資料 関宮学園提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新校歌が作られた頃の記事（１９９８年(平成 10年)9月 23日神戸新聞に掲載されたもの）です。 

関宮中学校校歌 ♪ 大但馬 ♪ 山万丈  兵庫の校歌---文人知事の面目躍如 

格調高く構想雄大な詞 坂本勝氏が妹の作曲で---     「学舎のしらべ」 

 関宮中学校は昭和 37 年、旧関宮中学校と熊次中学校が統合してスタートしたが、実際に新校舎が完成して開校

式が行われたのはその二年後。元の二校の校歌に代わる新校歌が作られたのもこの時だった。 

 「作詞は坂本さんにお願いしよう」― 

そう決めたのは故・田渕繁政初代校長と、当時の同町教委職員、千葉純一郎さん(60)＝芦屋市在住。 

 この時、既に坂本氏は持論の「知事二期八年論」を貫いて知事のイスから退いていたが、知事時代に無灯火村の

解消や但馬文教府の設立などに熱心に取り組み、但馬への並々ならぬ愛情、温情を示した。しかも文才がある。 

 田渕校長は「思い出記」という一文に、作詞以来のいきさつをこう記している。 

 「ハチ高原を愛され、広くは但馬を愛された知事さんでした。校歌は作詞作曲とも、公募したいという町長さんをは

じめ、大方の考えでしたが、私はこの坂本知事さんにこそ作っていただくべき、と鉄の決心をしていましたので、とうと

う私にまかせていただきました。何度も誠意と情熱のあらん限りをつくしてお願いしても、ご承諾いただけませんでし

たが、とうとう奥さんのお助けによって承諾を得ました。」 

 田渕校長は芦屋の坂本宅までたびたび足を運び、懇願要請したらしい。当初、坂本氏は「校歌作りというのは難し

い」と固辞したが、校長の熱意に押されて承諾。三十九年秋、作詞取材のために同校を訪問し、翌春、完成した曲

詞を渡した。学校には校歌のための予算はほとんどなく、ボランティアに近い形だったようだ。 

 「大但馬 山万丈 ／大但馬 河千里」で始まる詞は、構想雄大で、格調高く、但馬の誇り、自然、若人の青春を

高らかに詠う。坂本氏の、但馬へのあふれるような思いは、生徒を、教師を、町民を感動させた。「関宮中一校の校

歌というより、但馬全体を歌ったような素晴らしい詞。もったいない気がしたほど」と千葉さん。                    

◇曲は、坂本氏の実妹で、神戸女学院音楽部卒のピアニスト・小森光代さん(八十九)＝神戸市灘区在住＝がつけ

た。「出だしに一番苦労した。少々音程が外れてもいいから、堂々と胸を張り、ドラマチックに歌ってほし

いと作曲しました」 と回顧する。この兄妹コンビの作詞作曲で、三校の校歌が作られたが、「中でもこれは兄のお

気に入り。酔ってゴキゲンなとき、ときおり『大但馬、山万丈』とくちずさんでいました。」 
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残しておきたい懐かしい思い出など （パート 6） 

口伝えで変わっていったのでしょうか・・・ 
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残しておきたい懐かしい思い出---思い出したら投稿してく

ださい。 

もう忘れかけている子どもの頃の遊び唄、思い出しながら書いてみました。一部はネットより引用 

改築前の昭和 30～40年代の頃の出合 
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り
で
鼻
切
っ
て 

め
し
つ
ぶ
で
ひ
っ
つ
け
て 

 
 

声
立
て
て
泣
い
て
い
た 

そ
こ
に
小
坊
さ
ん 

 
 

と
ん
で
き
て
介
抱
す
る 

痛
い
か
泣
く
な
よ 

 
 

辛
抱
す
れ
ば
な
お
る
よ 

   


